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d 吏用説明書*保証書;! 

このたびは、弊社製品をお買い上げいただきありびとうございます。 

この説明書にはフジフイルムインスタントカメラ ins ね X mini 7 
の使い方びまとめられています。 

内容をよくご理解の上、正しくご使用ください。 
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保証書 



製品名 instax mini 7 

ご購入年月日年 

月 

曰 

お名前 

様 TEL 



ご住所 



店名印 




e 


製品保罰規定 


1.保証の内容 

ご購入後1年Iソ内に万一この製品び故障したとさは、この保証書を 
添えてご購入店または弊社修理サービスセンターにお届けくださ 
し、無料で修理いたします。 

なお、お届けいただく際の運賃などの諸費用は、お客様にてご負担 
願います。また、ご購入店と弊社間の運賃諸掛かりにつさましてを 
一部ご負担いただく場合びあります。 

2 .次の場合は保証期間内でを上記1 . の保証規定は適用されません（修 

理可能の場合は有料で修理をお弓怯受けします)。 

イ.修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないちの。 

□. 保証書にご購入年月日、購入店名び記入されていない場合、ま 
たは記載事項を改ざんされた場合。 

ノ V. 富±フイルム修理サービスセンター1；(外で分解、修理されたを 
の。 

二.乂災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

ホ.お取扱上の不を意（使用説明書外の誤操作、落下、衝撃、水掛 
かり、砂-ミ尼の付着、カメラ内部への水•砂-ミ尼の入り込みなど)、 
保管上の不備（高温多湿やナフタ U ン、しよラのラの入った場所 
での保管)、お手入れの不備（かび発生など）により生じた故障。 
へ. 本体に付帯している付属品類（ストラップなど）および消耗品 
(電池類など)。 

卜.前記外で弊社の責に帰すことのでさない原因により生じた故 
障。 

チ.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたもの。 

3 .本製品に対する保証は前記の範囲に限られます。本製品の故障に起 

因する付随的損害（撮影に要した諸費用、撮影によって得るであろ 
ラ利益の損失、精ネ申的な損害など）の補償には応じかねます。 

4.本保証書は日本国内においてのみ有効です。 

♦本保証書は、前記の保証規定により無料修理をお約束するもので、 
これにより弊社およびそれ外の事業者に対するお客様の法律上の 
権利を制限するちのではありません。 

•本保証書の表示についてご不明な点は、ち記の弊社問い合わせ先へ 
ご相談ください。 

• 本保証書は紛失されても再発行いたしません。 


まな仕様 


使用フィルム 
画面サイズ 
レンズ 
ファインダー 
撮影範囲 

シャツ ター 

露光調節 
フィルム送り出し 
フラッシュ 

電 源 

その他 
大ささ•質量(重さ） 


フジフイルムインスタントカラーフィルム instax mini 
日 2 mmx 4 目 mm 

フジノンレンズ2群2枚構成 f 二目 0 mm 1：1 2.7 
逆ガ U レオ式ファインダー 0.4 倍ターゲットマーク付さ 
0.目 m 〜〇〇 
1/日0秒 

手動切り替えち式（簡易露出計の LED 表示による） 

電動式 

低輝度自動発光フラッシュ（自動調光）充電時間： 0.2 秒〜日秒 
(新品電池使用時）フラッシュ撮影距離： 0.目 m 〜 2.7 m 
単3形アルカ U 電池4本撮景ミ可能パック数：約20パック（当社試 
験条件による） 

フィルムカウンターフィルムパック確認窓付さ 
119.已 mmx ] 2] .已 mmx 70 .已 mm 


320邑（電池、ストラップ、フイルム別） 

* 仕様•性能は、予告なく変更ずる場合びありますのでご了承ください。 


このよ 5 なとさは… 

?- S' 

ホー ムぺ ージの 『Q&A』 も ご参照ください。 

1 ■撮影中このよラなときは… 

http://fujifilnn.jp/support/ 

^- ん 

このよラなとさは 

考えられる原因 

こラしてください 

シャッターび切 
れない。 

① 電池び消耗している。 

② 電池の入れちび間違ってい 

③ 電源び入っていない。 

④ こブな-0赤ランプび 
順々に点滅している。 

⑥電源日 N のまま何ち操作をし 
ないで已分じ(上放置していた。 

① 電池を交換します。 

② 電池を正しく入れてください。 


③ レンズ部を手前に引き出し、電源を 
入れます。 

④ フラッシュ充電中です。緑ランプび 
点灯するまでお待ちください。 

⑥レンズ部を一度押し戻し再度引き出 
すか、シャッターボタンを押すと、 
電源 ON の状態に復帰します。 

フイルムび入ら 
ない、またはス 
ムーズに入らな 
い。 

①撮影しようとしているフイ 
ルムパックびこのカメラに 
適合しない0 
(D 入れ方び正しくない。 

① フジフイルムインスタントカラーフ 
ィルム instax mini を使用します（他 
のフィルムは使用でさません)。 

② フィルムノてックの黄色の線とカメラの位 
置合わせマーク(黄)を合わせて入れま 
を 

こぞ々: - 〇 ホ 
ランプび同時に 
点滅している。 

♦電池び消耗している。 

•電池を交換します。 

■出来上がった写真がこのよラなとさは… 

このよラなとさは 

考えられる原因 

こラしてください 

出来上びった写 
真び白っぽい。 

① 被写体の明るさの測りちび 
適切ではない。 

② 明るさ調節ダイヤルの設定 
び正しくない。 

③ 撮影時の温度び低い （+ 已で 

下)。 

④ 黒っぽい背景の前で撮影し 

卜こ。 

⑥測光窓、またはフラッシュ 
受光窓をふさいでいた。 

① レンズを被写体の中むに向けて、被 
写体の明るさを測ります。 

② レンズを被写体に向けたまま、明る 
さ調節ダイヤルの赤マークを明るさ 
表示に正しく合わせます。 

③ 撮影前のカメラを暖かい場所に置い 
てから撮影します。また、送り出さ 
れた写真をポケットの中などで温め 
ます。 

④ 明るさ調節ダイヤルを 〇 方向に一 
段階回して試してください。 

⑥測光窓、フラッシュ受光窓をふさび 
ないよラに、カメラの構え方にを意 
してください。 

出来上びった写 
真び暗い。 

① 被写体の明るさの測りちび 
適切ではない。 

② 明るさ調節ダイヤルの設定 
び正しくない。 

③ 撮影時の温度び高い 
(+40° なソ上)。 

④ 逆光で撮影した。 

① レンズを被写体の中むに向けて、被 
写体の明るさを測ります。 

② レンズを被写体に向けたまま、明る 
さ調節ダイヤルの赤マークを明るさ 
表示に正しく合わせます。 

③ カメラを涼しい場所に置いてから撮 
影します。また、送り出された写真を 
熱いちのの上や近くに置かないでく 
ださい。 

④ 順光撮影を行うか、明るさ調節ダイ 
ヤルを緑ランプち向に一段階回しま 
す。 

⑥カメラの構え方にを意してください。 

⑥ 明るさ調節ダイヤルを緑ランプち向 
に一段階回して試してください。 

⑦ 被写体から 0.6m 〜 2.7m の範囲で撮 
影します。 

⑧ 鏡やガラスに対して斜めち向から撮 
影します。 


⑥フラッシュ発光部びふさび 
れている。 

⑥ 白っぽい背景の前で撮影し 
た。 

⑦ フラッシュの光び届かな 
しん 

⑧ 鏡やガラスなどによるフラ 
ッシュ反射光の影響を受け 
ている。 

画面びぼんや0 
している。 

①撮影距離び近すざる。 

③撮影レンズび巧れている。 

③手ブレのため。 

① 0.6 m 於上離れて撮影します。 

③弊社修理サービスセンターにご相談 
ください。 

③カメラをしっかり構えて、ゆっくり 
シャッターボタンを押します。 

画面にむらびあ 

① 取り出してすぐ写真に圧力 
び掛かった。 

② 写真びスムーズに送り出さ 
れない。 

① 画面内を押さえたり、曲げたりしな 
いで < ださい。 

② フイルム出口を指などでふさびない 
で < ださい。 

ファインダーで 
ねらったちのと 
ズレて写った。 

•撮影距離び近すざる。 

♦ 0.6 m 必上離れて撮影します。 


アフターサービスについて 


お手持ちの製品が故障した場合には、次の要領で修理させていただきます。 
ご購入店または富±フイルム修理サービスセンターに直接お申し出くださ 
い。それ!^ソ外の責は、ご容赦いたださます。なお、保証、使いちなどのご 
不明な点に つ さましてち、ちに記載の富±フイルム修理サービスセンター 
をご利用 < ださい。 

•代品修理 

修理内容によっては外観の異なる同等タイプカメラの部品を代用、また 
は同等タイプカメラを代品する場合びありますので、あらかじめご了承 
<ださい。 

A 化料イ巧田 

故障した製品についてはご購入年月曰、購入店名の記入された、ご購入 
曰より]年！;(内の保証書び添付されている場合には、保証書に記載され 
ている内容の範囲内で、無料修理させていたださます。 

* 詳しくは、製品保証規定をご覽ください。 

•有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。保証期間内であ 
ってを、製品保証規定の「2」に該当する場合はすべて有料となります。 
また運賃諸掛かりは、お客様にてご負担願います。 

•修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひど<、故障前の性能に復元で 
さないと思われるをの、および部品の手当び困難なをのなどは修理でさ 
ない場合をありますので、富±フイルム修理サービスセンターにお問い 
合わせください。 

•修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造打ち切り後己年を目安に保有しております 


G 


安全にご使用いただくために 


取扱上のお願い 


A 言 口. 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
すると、人び死 t または重傷を負ラ可 
能性び想定される内容を示していま 
す。 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
すると、人び傷害を負ラ可能性び想定 
される内容、および物的損害のみの発 
生び想定される内容を示しています。 


[ A 警告 1 


♦この製品および付属品は、写真撮影 m 外の目的に使用しないでください。 
♦製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正 
しくご使用ください。 

♦この説明書はお読みになった後で、いつでち見られるところにお、ず保管してく 
ださい。 


の絶対に分解しないでください。感電の原因になります。 

落下などにより内部び露出したとさは、絶対に触れないでください。高圧 
回路びあり感電する原因になります。 

カメラ精池)び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常を感じたときは、 
ただちに電池を取り出してください。発乂ややけどの原因になります（電 
池を取り出す際、やけどには十分ごを意ください)。 

フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影 
響することびあります。特に乳幼児を撮影するとさは気をつけてください。 

カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などび入ったとさ 
は、ただちに電池を取り出してください。発熱•発乂の原因になります。 

引乂性の高いガスび充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナー 
などの近くでカメラを使用しないでください。爆発や発乂-やけどの原因 
になります。 

カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って 
ストラップを首に巻さ付けると、窒息する原因になります。 

電池の分解、加熱、乂中への投入、充電、ショートは絶対にしないでくだ 
さい。破裂の原因になります。 

^指定!;(外の電池を使わないでください。発熱-発乂の原因になります。 

A 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って飲 
^み込む原因になります。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を 
受けてください。 


A 

A 

Q 

A 

A 

A 

A 


A 注意 


カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因 
となることびあります。 

自転車や自動車-列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮 
影をしないでください。交通事故などの原因となることびあります。 

新しい電池とちい電池、違ラ種類の電池を混ぜて使用しないでください。 
また、電池の©©を誤って装てんしないよラにごミち意ください。電池の 
破裂、液ちれにより、発乂、けびや周囲をミち損する原因となることびあり 
ます。 

/ K カメラの内側の可動部に触れないでください。けがの原因となることびあ 
0ます。 


A 

A 

A 


C€ 


このマークは、安全性、衛生、環境及び消費ち保護に関する EU (欧州 
連合）の要求事項を、製品び満足していることを証明するちのです。 
(CE とはヨー □ ッパ認定に onformi お Europeenne) の略） 


ので、この期間中は原則として修理をお引さ受けいたします。なお、部品 

保有期間終了後でを修理でさる場合をありますので、詳しくはご購入店か 

富±フイルム修理サービスセンターにお問い合わせください。 

• 修理ご依頼に際してのご注意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保証書を添えて 
<ださい。 

2. ご購入店や富±フイルム修理サービスセンターで、ご指定の修理箇所、 
故障内容を詳しくご説明ください。故障の状態によっては、事故とな 
ったフィルムなどを添えてくださると修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点検をはじめ品質、性 
能上必要と思われるすべての箇所を修理しますので、料金び高くなる 
ことびあります。 

4. 修理料金び高く見込まれる修理のとさは「0000円！;(上は連絡して 
ほしい」と金額をご指定ください。ご指定のないときは修理をすすめ 
させていたださます。 

日.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるため、修理品 
から取り外してお手もとに保管してください。 

6 .修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の外箱などに入れて 
しっかり包装し、必ず書留ル包でお送りください。 

7.修理期間は故障内容により多少違いますび、厳重な調整検査を行いま 
すので、普通修理品の場合は富±フイルム修理サービスセンターで、 
お預かりしてから通常7〜1日日位をご予定ください。 

•海外旅行中の故障 

本製品の保証書は国内に限り有効です。万一、海外旅行中に故障や不具 

合び生じた場合は、持ち帰った後、国内の富±フイルム修理サービスセ 

ンターにお問い合わせください。 


■カメラの取り扱い 

1. カメラは精密機械ですから、水にめらしたり、落としたりしてショックを与えないでくだ 
さい。また、砂の掛かりやすいところには置かないでください。 

2. 市販のストラップをご使用になる場合は、ストラップの強度をご確認の上、ご使用くだ 
さい。携帯電話、 PHS 用ストラップは軽量機器用ですので、ご使用の際は特にごを意 
ください。 

3 .長期間お使いにならないときは、電池を取り出して、湿気、熱、ほこりの影響の少ない 
ところに保管してください。 

4.レンズ、ファインダーなどび巧れたら、ブ□アーブラシでほこりを仏い、柔らかい布で 
軽くふさとってください。 

日.巧れをふきとるのにシンナー、アルコールなどの溶剤は使用しないでください。 

日.フィルム室に巧れやほこりびあると、フィルムを傷つけることびあります。特にカメラ 
内部の清掃は常にむ掛けてください。 

7. 閉め切った自動車の中や、高温の場所、湿気のある場所、海岸などに長時間放置しない 
で < ださい。 

8. ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、カメラにちフィルムにち有害ですから、たんすなどへ 
の収納は避けてください。 

9 . このカメラはマイク□コンピューターによって制御されているため、ごくまれにカメラ 
び誤作動する場合びあります。このようなときは、電池をいったん取り出し、 ] 分Iソ上 
おいてから再度入れ直してください。 

10. このカメラの使用温度範囲は+已で〜 +40°C です。 

■フィルム、写真の取り扱い 

1.フィルムは、涼しい乾燥した場所に保管してください。特に閉め切った自動車の中など 
の極端に高温の場所に長時間放置しないでください。 

2 .カメラに入れたフィルムは、できるだけ早く撮影してください。 

3. フィルムを極端に温度の低い場所や高い場所に置いてしまった場合は、通常の温度にな 
じんでから撮影してください。 

4. フィルムは有効期限内にお使いください。 

日.空港の預け入れ荷物検査などでの強いX線照射を避けてください。未使用のフィルムに 
カブ U などの影響び出る場合びあ0ます。手荷物としての機内持ち込みをおすすめしま 
す（詳し < は各空港でご確認 < ださい)。 

日.写真は強い光を避け、涼しく乾燥した場所に保巧してください。 


* がか!5入った異物や、フィルムか!5もれた液によって□ーラーが汚れた場合は、實±フ 
_イルム修理ヴービスセンターにご相談ください。_ 



FUJSflLM 


富±フイルム株式会社 


•本製品のお問合せ先 

富±フイルム PI ヴポートセンター 

0570-001-080 

づ呼び出し音の前に NTT より通信料の目安をお知らせします。 


ナビダイヤル 


& 

ナビ 3 Y 村レ® 


受付時間：月曜日〜金曜日 9 :日日〜 17 : 40 (±日祝日、年末年始、夏期 
休暇を除く） 

► PHS • IP 電話- NTTIU がの固定電話などナビダイヤルをご利用いただ 
けない場合は、 042 - 48 ] - ] 697 にお願いします。 


•本製品の修理受付窓 □ 

富±フイルム修理サービスセンター 


ナビダイヤル 

FAX 



0570-000-081 

づ呼び出し音の前に NTT より通信料の目安をお知らせします。 


0570-060-070 


受付時間：月曜日〜金曜日 9 : 0 日〜 17 : 4 日/ ±曜日 1 日： 0 日〜 17 :日日 


(曰祝曰、年末年始、夏期休暇を除く） 

► PHS • IP 電話- NTTIU がの固定電話などナビダイヤルをご利用いただ 
けない場合は、 0S28-35-3586 にお願いします。 

►修理品を持参または送付される場合は、下記サイトをご覽ください。 


http :// Tujifilnn . jp / support / 


•富±フイルム製品のお問合せ先 
富±フイルム株式会社 

お客様コミュニケーションセンター 03-己 786-1711 

干 1日7-日日日2 東京都港区ホ坂 9 T 目 7 番 3 号 

富±フイルムホームぺージ： http :// fujifilm . jp / 
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各部の説明 参考になる情報などの記載 * :ま意などの記載 



フラッシュ発光部 


シャッターボタン 


撮影レンズ 


B 穿暗いところでは自動的 
に発光します。 


ファインダー 


フイルム出 □ 


应1 最影済みのフイルムび送り出さ 
れます。 

フラッシュ受光窓 


測光窓 

* 指やストラップでさえざらない 
で < ださい。 

_レンズ部 

手前に引き出すと電源び入り 
ます。 

押し戻すと電源び切れます。 



撮影の準備 


ストラップを取り付ける 



ストラップ通し穴にストラップを通 
します。 


落下防止のため、持ち運んだり撮影するとさ 
はストラップに手首を通してください。 


電池を入れる 



電池ぶたを開けます。 


■電池の交換時期 

•ごブ-な〇ホランプが3つ同時に点滅した 
とさ 

• 電源を入れたときに、緑ランプ、 cC 5^- ip ：-0 
赤ランプともに点灯/点滅しないとき 
*4 本とを新しい電池に交換してください。 



〇©©の方向を表示に合わせて 
①②の2本の電池を入れてから、 
③④の2本の電池を入れます。 

電池取り出しシートが電池の下になるよラに 
して < ださい。 

©電池ぶたを閉めます。 

■電池の取り出し方 

〇上側の③④を取り出します。 

©電池取り出しシートをゆっくり引いて、下 
側の①②を取り出します。 


■使用ずる電池 ★単3おアルカリ電池4本 

* 必ず4本とを、新しい同じ銘柄-種類のをのを使用してください。 

* アルカ U 電池政がは使用しないでください。 

* 新しい電池で約20パック撮影できます（当社試験条件による）。 

* 寒;令地では電池の性能び低下します。電池をポケットの中などで温めてからお使いください。 


フイ J レムパックを入れる 


電池び入っていることを確認してから、直射曰光を避けて行ってください。 





裏ぶたを開けます。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 
* カメラの内部に触れないでください。 


〇フィルムノ くックの左ちを持ちます。 
©フィルムパックの黄色の線とカメラ 
内部の黄色の位置合わせマークを合 
わせます。 

©まっすぐ落とし込むように入れます。 
裏ぶたを閉めます。 

* 裏ぶたはひといさで閉めてください。途中で止 
めたり、完全に閉まる前に開け閉めすると、フイ 
ルムび感光する恐れびあります。 


〇レンズ部を手前に引さ出します。 
©シャッターボタンを押します。 
©排出されたフィルムカバーを取り除 
さます。 

〇フィルムカウンターが" S " 1 0" 

に変わり、撮影巧能になります。 

* シャッターボタンを巧すと、暗いところでは 
フラッシュび発光することびあります。 


フィルムパックをセットした後は、絶础こ裏 
ぶたを開けないでください。フイルムび感光 
する恐れびあります。 


■使用ずるフイルム 

★フジフイルムインスタントカラーフイルム instax mini (チェキ用フイルム） 

(他のフイルムは使用できません） 

* フイルムパックには]枚の黒いフイルムカノ く一と] 0枚のフイルムび収納されています。 

* フイルムパックはカメラに入れる直前に内装袋から取り出してください。 

* フイルムカバー、背面2力所の長方形の穴は絶対に巧さないでください。 


^前面 > 〔フイルムパック） < Jp > 

^^ tL ^フイルムカバ— • 

(遮光板） J 

101 長方形の穴^ 


黄色の線 


撮影してみよう（屋内や暗い屋外での撮影) 



電源 ON 


> 


レンズ部を手前に引き出します。 

腐11ランプの点灯を確認します。 



構える 


カメラを両手でしっかり構え、ファインダーをのぞきます。 



構図をミ夫め、 
シャッターを切ります。 

豚暗し化ころではフラッシュび発光します。 


^1|取り出す 


モーター音が止まってから 

送り出されたフイルムの 
先端を持って取り出します< 



電源 OFF 


レンズ部を 
押し戻します。 



* 明るさ調節ダイヤルは緑ランプにセットされます。 
* 電源を入れたまま約已分間放置すると、自動的にす 
ベてのランプび消灯し、省電状態に入ります。次の 
いずれかのち法で電源 ON 状態に復帰できます。 
•レンズ部を一度巧し戻し、再度引さ出す。 
•シャッターボタンを巧す。 


緑/ホランプについて 
緑ランプ：点打 



撮影準備び完了しました。 
最影前に緑ランプの点灯を確 
認してください。 


ホランプ：点滅 


順々に点滅 


同時に点滅 

くフラツシユ充電中表^ 


く電池容量警告表示> 



緑ランプび点打するま 
でお待ちください。 


電池容量び少な<なり 
ましたので、新しい電 
池と交換して < ださい。 



* 横位置撮影では、フラッシュ発光部び上にくる 
ように構えます。 

* フィルム出□を指などでふさびないでください。 
* 指やストラップなどび撮影レンズやフラッシュ 
発光部、フラッシュ受光窓、測光窓に掛からな 
いよラにしてください。 


ファインダーは、中央の〇が見えるよ 
ラに真正面からのぞいてください。 

その際、指びファインダーから見えな 
いように構えてください。 

*〇び中央からズレていると、見える範囲と写る 
範囲にズレび生じます。また、ファインダーから 
指び見える状態で撮影すると、フラッシュ撮影時、 
でさあびつた写真び暗くなることびあります。 



* 最短撮影距離は0.目 m です。 

* フラッシュ光び届く範囲は、 0.6 m 〜 2.7 m です。 
* シャッターボタンを巧すときにレンズ部に触れ 
ないよラにミ主意してください。 


* フイルムび送り出されるときにフイルム出□を 
指などでふさびないで<ださい。 

* 撮影したフイルムは、その都度取り出してくださ 
い。 



フィルムパックを取り出ず 



撮影するごとにフイルムカウンター 
の数字が"10"から減っていさ、最 
後の1枚を撮り終わると、 "0" が表 
のされます。 



裏ぶたを開け、フイルムパックを取 
り出します。 


明るい屋外での撮影-明るさ調節ダイヤルの使い方 きれいに写すために、撮影ごとに次の操作を行ってくださし、。 



.を上手に使うには… 


明るい屋外などで撮影するときには、 
ホ/緑ランプの表示に応じて、明るさ 
調節ダイヤルを変えてください。 



明るさの設定は、ホランプの点滅/緑ラン 
プの点口表示を確認してか5行います。 



撮りたいちのが決まったら、レンズを 
被写体に向けます。 

カメラび被写体の明るさを測り、ホ/緑ラ 
ンプで表示します。 


被写体の明るさを正しく測るために、レンズを 
被写体の中むに向けて明るさを測ってください。 



レンズを被写体に向けたままで、明る 
さ調節ダイヤルのホマークをホ/緑ラ 
ンプの表示に合わせます。 


レンズの向さを変えると、暗すざるまたは明る 
すざる写真になる場合びあります。 


こブ-なジ K ホランプの 
いずれか1つが 
点滅した5… 


な- 〇►ホランプが 
点滅しなかった5… 

(緑ランプのみが 
点'灯していた5…） 



明るさ調節ダイヤルの 
ホマークを点滅している 
ホランプ（明るさ表示） 
に合わせます。 



明るさ調節ダイヤルの 
ホマークを緑ランプに 
合わせます。 


ダイヤルを合わせたら、構図をまめ、シャツターを切ります。 


■鏡やガラスなど、光を反射させるものがあるとき 

少し斜めから写すなど、反射光びカメラに入らないように工夫しましよう。 


■ 二人！;!上の人物を撮影するとを 

カメラからそれぞれの人物び同じ距離に並んで、均等にフラッシュ光び当た 
なぶつにしましよつ。 


フィルムや出来上がった写真を取り扱うときは… 

•写真の仕上びり +已たか!5+40での温度でご使用いただくと、よい写真び得られます。 
* 気温びほい場合は、すぐに上着のゆったりしたポケットの中などで約3□砂間温めてください。 

* 極端に熱いところに置かないでください嚇い砂やコンク U - 卜の上、ストーブの近くなど)。 

* 画像び安定するまで直射日光を避けてください。 

* 撮影直後の写真を扱うときは、画面内を巧さえたり、巧ったり、曲げたり、振ったりしないでください。 


しい写真は、"初めの30秒間の温度"び大切です。 


• フィルムび残っている状態では、絶対に裏ぶたを開けなしでくださし、。 
フィルムび感光する恐れびありまず。 

がフイルムカウンターび U セツトされ、正しい撮影可能枚数び表示されません。 



•このフィルムの内部には、黒色の腐食性情アルカリ性）の液が含まれています。撮影後、約10分 
間でアルカ IJ 性は弱まりますが、未使用のフィルムや撮影直後の写真を扱うときは、次のことを巧 
つて < ださい。 



□に入れない 切らない 引をはびさない 巧を開けない 

(特に乳幼児やぺットには 
ごを意 < ださい） 


万一、この液が皮膚や巧服などについたときは、速やかに水で充分洗ってください。また、目や □ 
に入った場合はただちにを量の水で充分洗った後、医師の診察を受けてください。 








































































































































































































































































